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第一日目は 1. ｢スピリチュアルケア｣ 田村恵子
氏 (淀川キリスト教病院・ホスピス・主任看護課















象に残った講演は, 千歳栄氏の 1日目と 2日目に
渡って発表された, 日本文化の基盤にあるものに




























































































We can do no great thing, only small thing








更に一般演題 (ポスター) 討論 A [患者のケ
ア], B [ホスピス緩和ケア病棟] [在宅], C [疼
痛緩和, それ以外の症状緩和, 精神症状の緩和],
D [コミュニケーション, スピリチュアルケア],
E [チームアプローチ, 緩和ケアチーム, 訪問看





























これは ｢死の看取り｣ が “人の日常生活の実感と
して捉えられない” という現実感覚を生み出して
いる｡
これまでの ｢死の準備｣ から ｢受け止め方｣,





取りし, ｢死の看取り｣ 分化の再構築, あるいは
新たな視点の構築が必要なはずである｡ 本年は
｢この別れ かの再開 その文化｣ をテーマとし
て, 死に逝く人, 残される家族, 愛する人, 地域
の知人など, ｢死の看取り｣ についての先人達の
育んできた英知・分化・風土を再度学びなおすこ
とを課題に, 叡智・分化・風土を前提とした ｢死
から生を照射する｣ 事が掲げれられた｡ 高齢化社
会への伝統的な心の配慮を基盤とすれば, これか
ら一層多様な試みが期待できるとの思いが強く感
じられた｡ 最後に主催者の発表で参加者は 1,800
人であったと報告された｡ まだ少し紅葉が散見さ
れる北海道の札幌の秋の季節は始まったばかり,
晴天に恵まれた会議の二日間であった｡
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